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8)外傷性太動脈損傷 の ま治験例

橋本 恭伸 せ後藤 暫司
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症例は23歳男性すパイク乗車率,東周革と衝窯 して受

像 緊急入院した.前胸部iこ打撲f臥1二左 l二腕骨折.右牲

関節靭帯損傷あ･').胸部X線で左胸水貯留と縦隔陰鮎の

拡大を認めた.胸部CT 検度で 卜行人動脈に動脈解離

(丹野兄を認よりたが.血行動態的に安定で噛形成の所見が

なか-:,たので胸陛 卜L十一∵十で経過観察とLた. しか し

第1/l病臼に行一･､た大動脈造影で F行大動脈に癌形成を認

めたため,受藤後20円日をこ手術を行った.左開胸でアブ

大動脈一左外腸骨動脈間の.-一次的 べ[べ､くを値札 一.F行

人動脈に半間にわたる内膜離断あり仮性動脈癖を形成 し

症な く経過は順調で,現在下肢 リ-ピりのためÅ院中で

ある.

射 肺癌術後 A民扮S 症例 の検討

U l ･･ I..)寺島 機転

1988.1JH)ゝL､'1991.3.月までCT)肺癌切除 365例[t7.5

例に術後 ARl_)S が発生 した.年齢は62歳かt･､.､74歳,令

例男性で,術式は右上婁切除 且例,右中葉切除 1例右下

菓切除 2例.i誹市摘除 1例であー･,た.術後3LH7力､t▲19

i-1臼までに呼吸困難となり.胸部X線写真で両側肺野に

粒状影出現 し,人工呼吸器を装着,抗生剤. メチ′しゾし

ドニゾロン.ウリナスタ+ンを投与 したが,12日目かと:-

39日目までに全例死亡 した.肺癌術後 ARDS症例の特

徴は 11術後早期に発症,2)白血球増加無 し,3)壌培

養で凝塊菌不明,射 抗生剤無効,5)メチルプレドニゾ

ロン有効,6)予後不良であー.)た.

10)腹部 大動脈療手 術をこおけ る到達法 の検討

.I.-. ､∴ こ . 了∴ 工 .::･.'; -;.佐藤 良智

当科で経験 した腹部大動脈癖で非破裂性 の も の は 36例

で,後腹膜経路での手術は14例であった. 正 中 切 開 法 で

術後のイレウスを経験 してから後腹膜経絡 で 手 術 を 行 っ

ている.練腹膜経路による手術は術後の経L_｣摂取 までCT)

時間が短縮 され 消化器症状を訴える頻度が少ない方法

であ る . 後醸膜経路でも牌構筋を切開する方法と糠南筋

を分ける方法があるが埠橘や解剖学的に 上腹部が弱い左

と:(')欠点が指摘 さ打 てし､('.今回後腹膜経路で手術を施

行 L 糾 明梢をきた した症例を経験 し.後順膜経路に.i

る手術法に-〕き検討 した.

冒)最期ステロイ ド投与を受けていた 2症例の

弁置換術 の経験
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対 し,大動脈弁置換術を施行 した2例を経験 した.

を服用 していたれ 人動脈弁輪拡張症凍大動脈弁聞鎌 -1く

仝症 上診断 され 平成 3ff:･6f~31二Hl当村で eこlbroIT･

術を施行 した.術後経過し亡良好で'8---､た.

いたれ 心 11全症状が,里親 し大動脈弁閉鎖不全症 上診断

された. 1十r7[卜■投 Lj--iこより炎症t')鎮静化をはか小lil

換術を施行 し,術後経過は良打であー-､た.

ステロイ ド挽客車の関心鰍 ま,易感染性,組織の脆弱

化などの問題があ りラ これらを考慮した患者管理が必要

である.

12)CABG+礼:IVR 手術

-同時 および 2期的手 術の 3例 -

･: :: - - ∵ '･:1. ･

我 々は.最近の 2年半で 3例の CABG十MVR の同

時または2期的手術を経験 したので報告する▲

症例1:57歳男性.2年前.3校病変で2校バイ′ミス

9,6､ かナニLラ ミソ.rAIきPを術前に要 した.M-H 弁 29

で弁置換,後尖は温存 した.術後 2年こ‡カ月(･こなるが,

元気である.症例2:73歳乳 fyrCA 後冠動脈再狭窄

と Nm Ⅲ度があり.#7の CABG と MAP を行ない,

MR は軽減 していた. 1年後 h,IR が再度増強 し,心不


